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あいさつは　笑顔をつくる　おくりもの（久保真
まな

花
か

・中央中１年） ありがとう　きずなを深める　合い言葉（近藤つばさ／玄海中１年）

お知らせ

■
夜
、
窓
を
開
け
て
車
を
走

ら
せ
、
秋
の
虫
た
ち
の
声
を

聞
く
。
宗
像
の
木
々
の
間
か

ら
道
沿
い
に
、
ず
っ
と
続
く

そ
の
声
に
、
心
地
よ
さ
を
感

じ
る
■
心
地
よ
い
と
感
じ
る

の
は
、
虫
の
声
を
左
脳
で
聞

い
て
い
る
か
ら
と
い
う
。
言

語
と
し
て
捉
え
る
か
ら
ら
し

い
■
こ
の
秋
、
山
登
り
を
計

画
中
。自
然
豊
か
な
宗
像
の
、

色
々
な
声
を
聞
き
た
い
と
思

う
　
　
　
　
　
　
　
　（
ひ
）

■
９
月
６
日
に
実
施
さ
れ
た

市
総
合
防
災
訓
練
。
こ
の
日

は
風
が
強
く
、
玄
海
小
・
中

学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
は
、

臨
場
感
の
あ
る
訓
練
が
繰
り

広
げ
ら
れ
た
■
参
加
者
は
み

ん
な
真
剣
。
取
材
で
参
加
し

た
私
も
、
写
真
を
撮
る
手
に

力
が
入
っ
た
■
災
害
は
思
わ

ぬ
時
に
や
っ
て
く
る
。
日
頃

か
ら
防
災
意
識
を
し
っ
か
り

と
持
ち
、
も
し
も
の
と
き
に

備
え
た
い
　
　
　
　
　（
み
）

■
先
日
、
市
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
会
員
の
人
の
貴
重

な
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た

■
退
職
後
、
時
間
の
余
裕
が

心
の
余
裕
に
つ
な
が
り
、
そ

の
中
で
仕
事
を
す
る
こ
と
で

仕
事
の
有
り
難
み
を
再
確
認

で
き
る
そ
う
だ
。
依
頼
主
を

は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
と

の
触
れ
合
い
も
大
き
な
刺
激

に
な
る
と
い
う
■
私
も
、
忙

し
い
中
で
も
自
分
を
見
つ
め

直
す
働
き
方
を
し
た
い（
り
）

編
集
後
記

第 92 回
　
「
お
医
者
さ
ん
か
ら
も
ら
っ
た
薬
、無
駄
な
く
使
っ
て
い
ま
す
か
？
」。

10
月
は「
薬
月
間
」で
す
。今
回
は
、宗
像
薬
剤
師
会
が
進
め
て
い
る「
飲
み

忘
れ
た
薬
の
節
薬
運
動
」を
、市
民
記
者
が
取
材
し
ま
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

健
康
づ
く
り
課　

☎（
36
）１
１
８
７

●
日
程
　
11
月
２
日
（
日
）

●
場
所
　
日
本
赤
十
字
九
州

国
際
看
護
大
学
・
オ
ー

ヴ
ァ
ル
ホ
ー
ル

●
演
題
／
時
間

▽
講
座
１
＝
「
認
知
症
の
方

と
の
か
か
わ
り
方
」
／
午

後
１
時
～
同
２
時

▽
講
座
２
＝
「
認
知
症
を
予

防
し
よ
う
！
」
／
同
２
時

10
分
～
同
３
時
10
分

＊
２
講
座
連
続
受
講
が
望
ま

し
い
内
容
で
す

●
講
師
　
姫
野
稔
子
（
と
し

こ
）
さ
ん
（
同
大
学
教
授
）

●
受
講
料
　
無
料

●
申
込
締
切
日
　
10
月
31
日

（
金
）

日
赤
看
護
大

　
平
成
26
年
度

後
期
公
開
講
座

●
申
込
必
要
事
項
　
①
住
所

②
氏
名
③
電
話
番
号
④
受

講
希
望
講
座

●
申
込
先
　
同
大
学

▽
FAX
（
35
）
７
０
２
１

▽
ＨＰhttp://w

w
w

.jrcki 
cn.ac.jp/

■
問
い
合
わ
せ
先

　
同
大
学
地
域
連
携
室
（
総

務
課
）☎

（
35
）
７
０
０
５

｢かかりつけ薬局｣と
｢お薬手帳｣の勧め

保健師
　からの
　　一言

薬
代
が
20
％
も
節
約
で
き
る
!?

も
う
捨
て
な
い
、
飲
み
忘
れ
た
薬

　「
か
か
り
つ
け
薬
局
」
を

持
ち
ま
し
ょ
う
　

「
節
薬
運
動
」
進
め
て
い
ま
す

　
も
っ
た
い
な
い
！
　
飲
み
忘
れ
た
薬

●
日
程
　
11
月
９
日
（
日
）

●
時
間

▽
開
場
＝
午
前
９
時
30
分

▽
実
施
＝
同
10
時
～
午
後
１

時
30
分

●
会
場
　
赤
間
コ
ミ
セ
ン

●
内
容
　
民
謡
発
表
の
他
、

エ
イ
サ
ー
な
ど
ア
ト
ラ
ク

宗
像
楽
謡
会
発
表
会

お
薬
相
談
節
薬
バ
ッ
グ
を
手
に
持
ち

「
節
薬
」
を
勧
め
る
安
東
さ
ん

　
薬
の
飲
み
忘
れ
は
、
記
者

も
同
じ
で
す
。
朝
食
後
の
薬

を
忘
れ
て
、
昼
食
後
に
飲
む

な
ど
し
て
い
ま
し
た
が
、
安

東
さ
ん
は
「
起
き
抜
け
の
朝

と
活
動
中
の
昼
で
は
、
体
の

状
態
や
時
間
的
な
効
力
な

ど
、
大
き
く
違
い
ま
す
。
素

人
の
自
己
判
断
は
危
険
で

す
」と
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

薬
の
処
方
に
は
、
全
て
、
き

　
宗
像
薬
剤
師
会
の
安
東
恵

津
子
会
長
は
「
薬
の
無
駄
遣

い
解
消
は
、
長
い
間
の
課
題

で
し
た
。
福
岡
市
の
取
り
組

み
を
機
に
、
国
の
指
導
や
医

師
会
の
協
力
も
あ
っ
て
、
宗

像
市
で
も
実
施
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
」
と
話
し
て
い

ま
す
。

　「
８
月
ま
で
の
運
動
は
、

家
庭
内
に
眠
っ
て
い
る
残
薬

の
実
態
を
知
る
た
め
の
も
の

で
し
た
。
10
月
か
ら
は
、
次

の
運
動
を
計
画
し
て
い
ま

　
宗
像
薬
剤
師
会
は
、
今
年

６
月
か
ら
８
月
ま
で
、
宗
像

市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
（
市

老
連
）
の
協
力
を
得
て
、
同

会
の
会
員
を
対
象
に
、
薬
の

飲
み
残
し
を
な
く
す
「
節
薬

運
動
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
こ
の
運
動
の
趣
旨
は
、
家

庭
内
の
不
要
に
な
っ
た
薬
を

回
収
し
、
薬
局
で
金
額
を
算

定
し
、
薬
の
無
駄
遣
い
を
減

ち
ん
と
し
た
裏
付
け
が
あ
る

そ
う
で
、
反
省
し
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
運
動
を
通
じ

て
、
薬
の
飲
み
忘
れ
が
多
い

人
の
認
知
症
が
分
か
っ
た

り
、
複
数
の
病
院
に
か
か
っ

て
い
る
人
が
、
同
じ
よ
う
な

薬
を
何
種
類
も
処
方
さ
れ
た

り
と
い
う
こ
と
も
防
げ
る
そ

う
で
す
。

　
ぜ
ひ
、
知
っ
て
も
ら
い
た

す
。
今
度
は
、
全
市
民
を
対

象
と
し
た
、
飲
み
忘
れ
薬
の

有
効
利
用
策
で
、
使
え
る
残

薬
は
医
師
の
同
意
を
得
て
、

処
方
箋
に
充
当
・
活
用
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
先
行

の
福
岡
市
な
ど
の
例
で
は
、

薬
剤
費
が
約
20
％
も
節
約
で

き
た
と
い
う
成
果
が
で
て
い

ま
す
」
と
安
東
さ
ん
。
メ

リ
ッ
ト
は
、
余
分
な
薬
が
減

り
、
薬
代
が
安
く
な
る
こ
と

で
す
。

ら
そ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　
薬
剤
師
会
で
は
、
残
薬
を

入
れ
る
「
お
薬
相
談
節
薬

バ
ッ
グ
」
を
２
６
０
０
枚
作

り
、
趣
意
書
を
添
え
て
市
老

連
の
全
会
員
に
配
り
ま
し

た
。

　
運
動
の
結
果
、
相
談
件
数

は
29
件
、
金
額
に
す
る
と
29

万
７
５
９
３
円
で
し
た
。

●
日
程
　
12
月
２
日
（
火
）、

同
16
日
（
火
）

●
時
間
　
い
ず
れ
も
午
後
２

時
～
同
４
時

＊
全
２
回

●
場
所
　
同
大
学

●
演
題
　「
イ
ギ
リ
ス
の

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
と
カ
ン
ト

リ
ー
ハ
ウ
ス
を
訪
ね
て
」

●
講
師
　
西
村
美
保
さ
ん

（
同
大
学
英
語
教
育
講
座

准
教
授
）

●
定
員
　
先
着
20
人

●
受
講
料
　
１
４
０
０
円

●
申
込
締
切
日
　
11
月
７
日

（
金
）

●
申
込
必
要
事
項
　
①
講
座

名
②
住
所
③
氏
名
（
ふ
り

が
な
）
④
性
別
④
年
齢
⑤

電
話
番
号
⑥
あ
れ
ば
メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス

●
申
込
先
　
同
大
学
連
携
推

進
課

▽
郵
送
＝
〒
８
１
１
・
４
１

９
２
／
赤
間
文
教
町
１
・

１
▽
FAX
（
35
）
１
７
０
０

▽
メールtrenkei@

fue.ac. 
jp■

問
い
合
わ
せ
先

　
同
課

☎
（
35
）
１
２
３
８

福
岡
教
育
大
学

公
開
講
座

　複数の病院を受診するたびに、それぞれの病院の近くの

調剤薬局で薬をもらうことが多いと思いますが、安東会長

の話にあるように、どの病院でもらった処方せんも、一つ

の調剤薬局で対応可能です。かかりつけ薬局を決めて、複

数の病院の処方せんを、その薬局で対応してもらうと、薬

の相談もしやすくなりますね。

　処方された薬の内容を記録する手帳が ｢お薬手帳｣ です。

薬の中には、一緒に飲むと危険な組み合わせもあります。

｢お薬手帳｣ を提出することで、他に、どのような薬を使っ

ているかを確認してもらうことができ、危険な薬の組み合

わせも防ぐことができます。

　かかりつけ薬局を決め、気軽に薬の相談ができる薬剤師

さんがいると安心ですね。

シ
ョ
ン
あ
り

●
入
場
料
　
無
料

＊
事
前
申
込
不
要

＊
市
、
市
教
育
委
員
会
後
援

■
問
い
合
わ
せ
先

　
公
益
財
団
法
人
日
本
民
謡

協
会
・
宗
像
楽
謡
会（
畑
）

　
☎
（
51
）
５
１
６
８

い
の
は
「
①
か
か
り
つ
け
の

薬
局
を
持
つ
こ
と
②
お
薬
手

帳
を
活
用
す
る
こ
と
」
と
安

東
さ
ん
。「
近
く
の
調
剤
薬

局
で
は
、
全
国
の
病
院
の
処

方
箋
が
扱
え
て
便
利
で
す

し
、
薬
の
個
別
相
談
に
も
応

じ
ま
す
。
お
薬
手
帳
は
、
自

分
の
健
康
状
態
と
飲
ん
で
い

る
薬
の
履
歴
書
と
な
り
、
緊

急
時
の
助
け
に
も
な
り
ま

す
」
と
力
を
込
め
て
話
し
て

い
ま
し
た
。

（
市
民
記
者
・
真
嶋
賢
一
）

豊福保健師


